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である。ここでSSは平方和，MSは平均平方，dfは自由度を表し，添え字tは全体の，bは群間の，
wは群内のそれぞれ量であることを表す。これまでの教科書や論文等では，ηˆ2は記述的な効果量
である一方，εˆ2とωˆ2は推測統計学的な効果量であるとされ，そのバイアスはωˆ2の方が小さいと考
えられてきた。しかし，実はこのことに関する適切な数値的裏付けは得られていなかった。
本研究では，1要因の分散分析の状況においてこれら3種の効果量のバイアスを比較する，大
規模なモンテカルロ実験を行った。その結果，通説と反し，この3種の中でεˆ2のバイアスがもっと
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も小さいことがわかった。εˆ2は回帰分析における自由度調整済み決定係数に対応する量であり，
分散分析の効果量としても再評価が求められる。
